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サウジアラビア王国の経済行政上もっとも重要な位置

を占めている石油鉱物資源省Mhis缶yofPet･oleu皿

a■dMheralResomcesの組織は大きくみて石油

資源部門と鉱物資源部門とに分かれている1(第8表).

本省と石油資源部門の役所は首府の虹Riyadhにあり

私たちが勤務した鉱物資源局DirectorateGeneralof

Mhera1Resourcesと石油鉱物資源公団GeneralPetro-

�畭慮��牡������条�穡瑩潮��剏

MユN)はJeddahにある.

鉱物資源局の最高責任者はDr.FadiKKa肪ani次

官だ･Kabb㎜i次官は非常に温厚な人格者で青年

時代をこの国最大の鉱山として知られているMahd

adhDhahab(金のゆりかご)鉱山の探査業務に過ごし

欧米に学んだ地質学者である.私たちがA1Wajh地

域でキャンプ生活を送っていた1964年12月下旬単身来

訪し4目問にわたってキャンプ生活を共にし調査

地をくま注く視察され夕食後の一時の語らいに日本

に残した私たちの家族のことにまで気を配って下さった

のもKa肪㎡次官だった(第47図).東京オリンピ

ック見物後10目聞ばかり日本に滞在されてサウジアラ

ビァヘ帰られた次官はキャンプで私たちにその後の

日本の様子をいろいろと話して下さった.朝夕の乗物

のすごい混雑ぶり制服を着た学生カミすごく多いことた

どは何回か来日された次官にも新たな驚きと興味を

与えたらしい.

私たちは羽田空港から都心へ向う高遠道路カミオリン

第8表看油鉱物資源省の組織

小村幸二郎

ピック直前に完成したことを新聞で加っていた.ど

んな道路だろうかという興味もあってその状況を次官

に尋ねると次官は苦笑し在がら｢あれは高遠道路で

はなくて観光道路では狂いがた｣と返事された.な

るほど帰国してはじめて知ったのである粧都心部を

見下ろしなカミら曲りくねる道しかも制限遠度70㎞前

後とあっては観光道路という名の方ポふさわしそうで

ある.とくに一歩市の中心部を離れたら100㎞以

上の速度で走るこの国の人たちにとってみればこの道

路は高遠道路というイメｰジからはほど遠いものにち

がいない.

同本の役所ではとても考えられないことだがKabb㎜i

次官は隔週毎に私たちの事務所に来訪され私たちの

仕事の進捗状況やその内容を質問されたリ脚こは雑

談に時のたつのを忘れ｢業務についても私生活につい

ても要望があれば遠慮なく申し出て欲しい｣と親切にい

って下さることポ多かった.そしてそうした温情に見

守られたカ主ら私たちは不安なく滞在期間を消化し

ていった.

この国に来て間もなく鉱物資源局から50㎜ばかり離

れた所にある一戸建の平屋が事務所として私たちに

与えられた.ζの家はプレハブ建築で住宅として

建てられたものであるか各室にはルｰムクｰラｰが完

備され作りつけの洋服ダンスや整理戸棚は図書や資

料の整理用紀うりてつけだし大型冷蔵庫やガスレンジ

などもそのま凄使える状態にあったので事務所とし

てもたいへん便利だった.道路に面する高さ2mば

かりのブロック塀の内側には
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アカシヤなどの大木がうっそう

と繁って緑蔭をつくり事務所

をぐるりと取巻く広い花畑には

この国を象徴するナツメヤシを

はじめヒマワリ･ケイトウ･

アオイ･キンセン花だと色と

りどりの花カし年中咲き乱れて

疲れを癒やしてくれる(第48図).

だが一年半の間親しんだこ

の家も後に物理探鉱関係の

事務所となった.�
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策2次調査団の事務所は鉱物資源局から酉へ約2㎞

はなれたバグダディｰヤという所に移った.この建

物は3階建でやはり個人住宅として使用されていたも

のだ.

第1次調査団の事務所よりもはるかに大きく広い庭

には褐色のタイルが一面に敷きつめられジャスミンの

緑の葉と白いかれんな花とがあわい卵色の建物の外壁

をいろどっていた(第49図).頑丈荏鉄の扉の横には

黒地に白で大書された表札カミ掲げられ(第50図)道行

く人々の視線をしばしばとどめていたがこの表札の一

部に日本語が入っていたら物好きでおせっかいやきの

アラビア人の興味心を一層かきたてたことだろう.せ

っかくなじんだこの建物ではあったが入居後およそ10

ヵ月を経て都合により私たちは王宮の近くに建つ新

築マンションの一角を事務所として使用することになっ

た.

この国ではいわゆるオフイス･レディをみかけるこ

とはほとんどなくとくにこの国の女性が働きに出る

ということはまったくないようだ.したがってごく

一部を除いては役所でも会社でも従業員はすべて男性

である.門番は2交替で勤務時間中は門の側におか

れた長椅子にじっと腰かげていて時折雑役夫や来訪

者とおしゃべりし事務所の周辺を見回って時を過す.

室内の雑役を受持つ連中は室内の掃除とお茶番とがお

もな仕事で一目一回鉱物資源局へ郵便物や書類を受

取りに行く以外は大した仕事もない.だから暇荏時

間をまずおしゃべりに熱中する.どういうことを話題

にして話に興じているかは知るよしもないが時折大

声ではげしくやり合っているのを聞くと雑談している

時でも余程納得できることでない限り自己の主張を

押し通そうとするらしい.庭番は庭の手入れをするだ

けだ.定められた職場を守りお互いに他人の受持

ちの仕事に手を出さないということは慢さず侵されず

第47図アブ･ナフィｰラ鉱山を視察中のD一地ailKKabb鋤i次

官手をかけている岩には金鉱を採掘した当時に刻まれた碑

文がみえる

第49図バグダディｰヤの第2次調査団事務所

第48図第1次調査団の事務所と庭

この庭は花畑こなっていたか後でトマト畑に狂った右側の

人物は庭師左側は雑役夫

第50図バグダディｰヤの事務所の入口に掲げられた表札

白いかれんな花をつけたジャスミンが2階までのぴている�
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という点ではたいへんよいことであるが不便なことも

決して少なくほない.

雑役夫･門番･庭番･職員などどこにいても目につ

くのは偉そうにヒゲを生やした赤銅色の男ばかりで

まったく味気ない(第51図).おまけに着ている物も

白かネズミ色.従ってuS.αS.やB.R.αM1.ミッシ

ョンのように数人の女性カミ勤務している事務所やそこ

に勤務している男どもは羨望のまなざしで見られること

ポ多い.BR.G.M.の事務所はバグダディｰヤの私た

ちの事務所から100㎜ばかり離れた所にありそこでは

余り大柄では在くてプロポｰションがよく美しい金髪

をふるわせたカミらタイプライタｰのキイを叩いたり事

務をとるフランス美人が数人いた.だからrBR.G.M.

に行く用事がないかな｣などと溜息まじりに問いかけ

'る同僚カミいたとしても決して不思議ではない.まして

徒歩2分位の所にBR.G.M.の事務所があれば連続6

時間の勤務時間中仕事カミｰ区切りついた時ふとそう

いう衝動にかられるのはむしろ当然かもしれ狂い.

オフィスでの勤務時間は夏季は7時半から1時半

冬季は8時から2時敵食期間中は!0時から4時までで

あるが野外調査の場合は原則として8時間である.

しかし時には木蔭でさえ45℃以上にもなるよう匁時期

に昼食扱しで籔時間も続けて調査業務に従事することは

体力的紀困難であり.調査め進捗状況によって適当な

時間にキャンプヘ帰ることが多い.

9月中旬から6月中旬までは1ヵ月にわたる断食期

間や休暇期間を除いて野外調査に従事することが多い皿

5月から王0月まではか狂りの暑さであるが原則として

契約期間の50%に相当するおよそ§カ月間を野外調査に

費やすことになっているので少々の暑さはがまんしな

鶴5聰

偉そ賛1㍑ゲ愛塗

勢し紀鉱物欝源局

⑳瀦茶淡み栄一イ

ご弧吻凌ゲはイ

燃一メン人ぼ多い

ければならない.いわゆる後進国と呼ばれる国の通例

として少なくとも地質部門に関する限りでは狭義の

研究業務よりも資源調査が優先して行なわれる.これ

はサウジアラビア王国においても例外ではないので契

約期間の50%に相当する期間を野外調査に費やすという

原則が設けられているのも当然だろう.

Jeddahの事務所に勤務する聞は調査計画の立案

それを実行するために必要な物品の整備･補充文献に

よる調査必要な航空写真の判読調査資･試料の整理

などで結構時間がつぶれる.日本での野外調査と

異たりJeddahの事務所を出発してから帰着するまで

テント生活を余儀なくされるこの国ではいざ出発する

とたると準備だけでもたいへんだ.

最少限必要の自動車･人夫･運転手･コック･食糧･

水･キャンプ用品一式をそろえるためには少放くとも

2週間位はかかる.この準備期間中は鉱物資源局へ

の連絡ガレｰジや物品倉庫での必需品の調達人夫や

運転手などの出入りなどで事務所ではまるで戦争さ

わぎのようたあわただしさが続く.

1回の調査旅行で2ヵ月以上もキャンプ生活を送るこ

ともあるだけに自分たちの食糧だけでもたいへんな量

でありその大半は缶詰類だ.篤1次調査団は現地

で購入できる食糧で問は合わせようということでミソ

･シ習一ユはもちろん日本食に類するものを一切持参

しなかっただけにキャンプでの苦しい食生活を余儀な

くされ花車来る目も来る目もトマトケチャップかソｰ

スで味付けされた食物が続くと時には口ヅクさんが

切角腕をふるって作った食物でありても見ただけでう

んざりすること跡ある､塞して訂青物Jかきわめて

乏しい土地花け虹食生活にうるおいのないことこの上

ない.暑さに耐え疲労に耐えそして食生活に耐え

るのは決して楽ではない.最初の1年半食生清に苦労

した私たちは2度目の渡航の折紀は日本食を十分に

持参した(第9表).これらの購入費カ三215二685円送

料その他の合計が145,060円想ったことは今後.外国

でこうした物品を入手希望の方冷に役立つかもしれ扱

い.もっとも苦労して持参したこれらの食糧ではあ

ったがインド洋の暑さと湿気の散かはきいか｣は

とけて一かた変りになりザいりこ｣は変質して黄色く

なり共にqにできる状態ではなかったことを付記して

おく必要があるう.

映画館も液ければ味覚をそそるよう恋料理を食べさせ

てくれるレスけンもない加柵出での楽しみは市の

中心から35㎞ばかり北へ離れた所にある紅海め入江で海�
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水浴場になっているアブホｰルで泳ぐかまたはアメリ

カ大使館の敷地内に設けられている9ホｰルのゴルフ位

のものだ.もっともアラビア石油株式会社のご厚意で

毎月2回目本映画カミ上映されるようになってからは楽

しみが倍増した.ユカタにゲタばきでウチワを片手に

やって来る人ポロシャツに半ズボンァラビア服背

広だと思い思いの服装で集まってラムネたらぬコカコ

ｰラやジュｰスを飲みチョコレｰトや飴をしゃぶり放

がら映画を見たり雑談に時のたつのを忘れるのは楽

しいものだ.映画の合間に｢オセンにキャラメル｣な

どと云ってコカコｰラや飴を配って歩く人の声を聞く

とつい古きょき時代も想い出されようというものである.

映画が上映される場所によっては私たちと一緒に

この国の人も何人か映画を見ることがある.同本語が

わかるわけはないのだが映画の内容はあるていど判断

できるのだろう.彼らはまず日本の山水の美に驚嘆

する.そして強い者カミ好きだ.うす汚れた着物の裾

をはしょった盲目のアンマが群カミる悪人たちを斬り倒

し絶対に負けない映画などには拍手を惜しまない.

私たちが見れば何でも柱いシｰンでも彼等には不満な

こともある.恋愛映画のキスシｰンなどはその代表の

一つだろう.そういうシｰンカミ大きく映し出されると

彼等はバス･バス(止めろ･止めろ)といって不涜

を表明する.これたどはイスラム教のいましめを忠

実に守っている人にとっては当然の事だ.お国柄と

いうべきだろうか.

.〕＼､イテソ

三関{ぎ.
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第53図

私たちがたどったジエ

ツダからアル･ワジヘ

の道

第9表第2次調査団携行食料品類

品名�数量�品名�数量

鰹節�5�紅生姜�5ビン

■フレｰフ�20袋�朝鮮漬�30缶

妹の素�(小)ユ0缶�塩昆布�48ビン

七咲唐幸子�(小)10缶�のり佃煮�ユ0ビン

X粉わさび�(小)2缶�喋付のリ�5缶

乾そば�20束�寿司のり�4帖

茶そば�20束�赤飯弁当�30個

うどん�60束�稲荷寿司の素�30缶

即席ラｰメン�150袋�梅干�50ビン

"タンメン�ユ50袋�花轄京�30ビン

醤油�5c/5�福神漬�48缶

貝口席ミソ汁�100袋�X白玉粉�5袋

赤ミソ�96缶�×片栗粉�5袋

即席カレｰ�100個�○小豆�5升

X黒胡麻�(小)3袋�Xコンニャク粉�3009

×白〃�(小)2袋�さきいか�30袋

とろろ昆布�50袋�○羊かん�50隼

煮千�4kg�○赫の種�5缶

わかめ�ユO東�○あられ�5缶

千切大根�10袋�即席しるこ�30袋

京薮�20袋�○焼茶�50缶

ふリかげ�100袋�○煎茶�50缶

択庵�48缶�割箸�60カン

喋階漬�48缶�ぬり箸�60カン

鉱物資源局勤務の

れっきとした国家

公務員だこの国

の労働者とくにぺ葦

ドウインは空缶

でシャミセンのよ

うな楽器を作り

それを弾き柱がら

即興詩に節をつけ

て歌うのが得意だ.

モビｰルオイルの

空缶を利用して作

ったこの図の楽器

の榊ま十ツメヤシ

の枝弦は針金1

本弓の方の弦も

欝鐸灘

注①X印は一部残った物

○印の一都は在留邦人への土産として贈呈

A五W蝋への道

キャンプ地へ出発の朝か前目の午後私たちの事務所

の前では整列した大型トラツク･2000ガロン入りのタ

ンクロｰリｰ･中型トラツク･ジｰブなど8～10台の車

に私たちの指図に従って運転手･コヅク･人夫たち

(第52図)が物品の積込みをはじめる.そしてこの

時から私たちの彼等に対する勤務評定がはじまる.

いつものことたがら調査旅行に従事する場合には出

発から帰着まで通訳･運転手･人夫･コツクについて

勤務評定をし帰着後にその結果を鉱物資源局に報告す

ることにたっている.私たちは仕事に対する熱意･態�
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度･友好関係を中心に非常にすぐれている･すぐれて

いる･普通･やや劣る･非常は劣るの5段階に評定して

その結果を報告した.もし3度続けて最低の評定を

受けた者は勤務成績不良ということで退職させられ

ることもある.だから彼讐は野外調査の場合でも

事務所内で勤務する場合でも必要に応じて｢勤務成績

優秀という証明を書いて欲しい｣と所属の長に頼む

ことが多い.こうした国では成績優秀であることの

証明書カミ就職や給料のべ一スアップあるいほホストの

獲得にかなり有効なのだろう.だから彼等の成績証

明書に対する執着心はたいへんなものだ.

午前10時すぎすべての準備を完了した私たちは調

査地へ向ってJeddahと刈Madinahとを結ぶメディ

ナ道路を北へ進んだ(第53図).途中3㎞の地点にあ

る日本大使館に寄って出発の挨拶をし調査地･キャ

ンプ地点･帰着予定目を報告する.イェｰメンでは相

変らずはげしい内乱カミ続きアラブ諸国とイスラエルと

の間に一触即発の空気がただよっていたこの頃の時点で

の奥地における調査であればこうしたことはとくに必

要である.本誌161号と162号とに地質とほまったく関

係のない中東状勢について述べたのは本誌がもつ本来

の意義に沿わないことを熟知した上でのことであり日

本大使館から1000㎞以上もはなれたサウジアラビアとイ

スラエルとの国境間近かの奥地で調査業務に従事し在け

ればならなかった私たちの姿を知ってもらうためだった.

Jeddahからメディナ道路に沿って約30㎞北上す

ると道路の右側に検問所カ量ありその後方には玄武岩

台地がみえる.海水浴場になっている紅海の入江の東

端部に建つこの検問所を過ぎると人家ほまったく絶え

て右手には真黒の玄武岩台地力拡がり左手には灌木

カ三点在する海岸平野カ欄けているだけだ.単調な鳳最

の中を90㎞走ってTuwa1に着く.

この部落にはこじんまりとした小学校カミある.先生

4人と生徒35名の良本でならさしずめ分教場といり

た感じだ岨校長の幻Ha皿滅A1Kahiem氏はここ

でエ3年間も教鞭をと㌘ている温厚な人だ､授業カミ終

ってから々とした数室の鐙には亙O枚ばかりの絵洪はっ

てある岳どれを見てもナツメヤシ(㎞猟泌銚)の

林か塞淀は青々とした広い海をゆく大き扱船添画か

れている､この国ではナツメヤシは費璽溶財産想曲

一にぎりのナツメヤシの果実で一週間を遺すことができ'

るということ淋その価値をよく表わしている由潟そら

くナツメヤシの林を画いた子供たちの脳熱ζは葉色

の実をたわわにつけたナツメヤシの大木を無数に持つ

成人した自分の未来像が去来していたのだろう.この

部落の近くには大きなオァシスカミないのでこの絵は

多分ささやかな記憶と想像とによって面かれたにちが

いない.広々とした海をゆく大き荷船の多くは漁船で

ある.ここ数年来食膳に焦カミ上るように匁ゆ漁業

カミ盛んにたりつつあることを思えばこの絵も大海に

漁する目を夢みる子供のあこがれの表われであろう.

しかし私にはまだ世の中のみにくさを知らぬ純真無

垢の子供たちの夢が富に直接むすびついているように見

えて何となくさみしく思えた.

純真な子供たちの絵にはそれぞれの夢が卒直に国か

れていてほほえましさがある.どの絵を見ても大

胆でしかも上手だ.私はキャンプや事務所でこ

の国の数人の青年に絵を面かせたことがあるカミ完成さ

れたそれらの絵が何を表わしているのか判断できない

ことが多かった.少たくとも人物を画か昔るとまった

くサマになら帥､.鉱物資源周一といわれているコッ

クポ半目がかりで作り上げた馬を形どったというお菓

子を食べたことがある.一見枝の多い枯木のように

やたらに出っぱりの多いこの形は強いていえば前衛

活花のようだ.誰がみてもとても動物を形どった

という代物では在い.長くつき出た部分には幾つか

の枝のようなものカミある.｢これは何だ｣と聞くとツ

ノだという.｢馬にツノがあるのか｣と聞くと｢あ

る｣という.仕方なく馬の絵を画いて｢馬には

このように角はたいんだよ｣というと｢ドクトルは

絵カミ上手だ｣といってはずかしそうにうっむいた.

その時多分彼の頼ははずかしさで紅く染まったのだ

ろうがあいにく彼はアフリカ南部からの移住者の子

孫でまるで消炭のような肌をしていたためそれを見

届けることができたかった､

子供たちの絵に比べると大人たちの絵は段違いに下手

だ.荏ぜこうまで差があるのだろうか.私には

はっきりは分ら狂いがこの国の人たちかおよそ1500

年にわたって偶像を拒否しつづけてきたイスラム教の

きびしい提の中で生きて来たことを思うとおそらく

イスラム教カミ完全に根をおろして以来最近まで絵筆をと

ることがなからたからではたかろうかと思える.多分

現在25才前後の人たちは絵を画くことをゆるさ衣かっ

た古くからの習慣を残している最後の人たちかもしれ

住い.

Tuw制から谷に沿って東へ約55㎞入った所にあ

るJabalSamran(サムラン山)は試錐を主とする銅

鉱床精査カミ行なわれているのでここ数年来注目を浴�
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びている.比高300m足らずの急峻なこの山の中腹か

ら頂上付近にかけては孔雀石を主とする銅鉱脈の露頭

やそれらに沿った古い探鉱跡カミ点在している.山麓の

一隅には珍しく清水力茎溜っていて私たちの喉をうる

ほしてくれた.1965年12月の半ば私たちがここを訪

ずれた折にはイギリス人のKo11ins民カミ試錐を行な

っていた.赤鼻でノンキナ父サンそっくりの顔をした

この試錐技術者はいつもズボンの前ボタンをはずし

て平然としていた.｢鳥が飛んでるよ｣と冗談まじり

にいうと｢ζの方が風通しがよくて涼しいんだよ｣と返

事する.まったくのんきな面白い独身男性だ.

Tuwa1から70㎞で賄bighに着く.ここはメ

ディナ道路に沿って点在する部落の申でほ一番大きくす

ぐ近くに漁港を控えているので魚が豊富なせいかいっ

も食事客や休,富､する人たちでにぎわっている.1965年

に尾ビレにゴラｰンｰイスラム教の聖典一の句の一部

を模様にもつ魚が陸揚げされて話題になったのもこの部

落だ.道路ρ両側には茶店と商店がずらりと軒を連ね

ておりすぐ近くにはオアシスを控えていて結構なたた

ずまいである.

私たちも調査旅行の途中ここで車を停めナツメヤ

シの葉を編んで作った背の高い椅子にアグラをかいて

紅茶を飲みできたての魚の唐揚と焼飯を賞味したもの

だ(第54･55図)ホｰロｰひきの皿にもられた焼飯も

魚も私たちの口に合って実に美味い.しかし切

負の料理にたかる蝿の何と多くそしてしつっこいことか.

はじめての人ならきっとその蝿を見ただけでまず食

欲がなくなるだろう.その蝿たるや人のことなど構

っちゃおれないといった風情で食物にたかる位ならま

だしも口を開けていれば容赦なくとびこむし耳や鼻

はもちろん目の中にさえとびこもうとする.きっと結

んだ口元に10匹位たかることも決して珍しいことではな

い.

清潔家を自認している私にとってこれはたいへんなシ

ョックだったがとにかく食べなげれぱこのきびしい自

然条件の中で五体満足ではありえないということもあっ

て目がたつにつれて次第に気にならなくなっていっ

た.何事によらず慣れるということは大切だ.

食事を終わって小休止した後出発しようと思っていた

がいつまで待っても車の動く気配ポｰ向にない.

同行の通訳に｢食事も終わったし出発しよう｣という

と｢目中は暑くて車が故障しやすいし運転手も同乗者

も疲れるから午後4時質涼しくなってから出発する｣

という.そして私は｢ガマン会｣に出場するような立

場におち入る破目に狂った.赤ん坊の頃はいざ知らず

物心ついてこの方私はのんぴりと昼寝をしたことポな

い.まわりを見ると同僚も人夫たちも心地よさそ

うに安らかな寝息をもらし中には大き狂イビキすらか

いて睡っている.結局昼食後3時間ばかりぐっす

りと寝込んだ連中を横目で見な沸ら私はうるさい蝿と

ケンカのし通しだった.

街道一の宿場?だけはこの部落には旅行者目当

ての物売りがさすが熔多い､多くは薄汚ないアパヤを

まとった中年以上の女性でその装束から想像すると

エジプト(アラブ連合共和国)あたりからの移住者らし

い.売物はウデ卵だ.ベノいノ･ムサりヤネンr卵

5コ2リァｰル｣とかなりしつっこく売りつけようとす

る.この国へ来た当時は片言のアラビア語で｢ダ

ヘン･シアｰバン･アシアｰン･アナ｡アクル･ロッズ

･ファ･サマツク･ケティｰル(飯と魚をたくさん食べ

たので今腹一杯だ)｣といって断わっていたカミそん

第54図ラビｰの茶店の内部にならぶ椅子前方の壁にかかっている一

のほボｰロｰビキのキュｰスと鍋襲の盆

第55図魚を唐揚げする茶店のコックさん�



一54一

な程度でおめおめと引下るようではとても商売になら溶

いのだろうちょっとやそっとでは決して諦めようとは

しない.少しなれてからはこの連中を見たとたんに

狸寝入りをすることに決めた.それでも顔をなてられ

たり肩をつつかれたりするので狸寝入りを決めこん

だものの一念発起初志貫徹にはかたりの忍耐が必要

だ.

暑さもようやく峠を越え砂漠を渡る風が幾分冷気を

おびる頃艮茄三ghを後にする.広い砂漠を一直線に

つっ切ってどこまでもどこまでも続く真黒の補装道路を

全車快調に飛ばしておよそ1時間半の後聖都刈Madinah

へ通ずるメディナ道路とYanbuaユBahr`への道との分

岐点に当るBadrHunaynに着く.ここには警察と

茶店が1軒あるだけで殺風景ではあるが茶店の後方に

は高さ20㎜ばかりの砂丘が横たわり前方には先カンブ

リア時代のJ三ddahGreenstoneが荒々しい肌を見せて

道路に迫り単調な風景を救っている(第56図).

ここからYanbuaIBahrまでは約90㎞だ.調査

第56図メディナ道路とヤンプｰ･アノレ･バハル道路との分岐点に当

るバドル･フナイン中央の縞模様のものはポリス素ックス

前方の丘はJidd出Greensto皿eと呼ばれている先カンブリ

ア紀時代の岩石によって形成されている

地へはA1Madinahを経由し下も行けるが迂回する

ことになるので私たちはYanbuaユBahr経由の道

を選んだ.右手には相変らず先カンブリア時代の岩石

添遠く続きそのあらわな肌の所々には黄白色の小さ

柱砂丘が幾つもつら在ってのっている.大部分が直線

でたまに曲る補装道路をひた走る時は近くに対象物カミ

柱いので余りスピｰド感ポなく乗用車衣とは120～

150㎞の速度で走る.

大型トラックでさえ100㎞位の速度で走ることが決し

て珍しくない.対行車は少なく一直線にのびる道路

か完全に補装されている故でつい油断するのだろうか

一旦事故カ溌生すると死に直結することカミ多い.そう

した車添腹を見せ赤く錆ぴつくままに道路傍に放置

されている姿が目に入る(第57図).

BadrHu鵬ynを出発してからおよそ80㎞宿泊予定

地のYanbua1Bahrカ茎まるでシンキロウのように前方

に見える.午後3時頃までにこの町にさしかかると

前面の砂漠一帯はシンキロウで青々とした湖のように見

えその後方には白亜の軒を連ねる町並ポ浮かんでい

かにもアラビアらしい風景をかもし出す.この町の人

口も急速に増えているのであろう町へ入る7㎞仕手前

から道路の両側には住宅用地の区画を示す石柱が整

然と立ち並んでいる.

Jeddahからおよそ360㎞無事に着いた(第59図).

ここは第一次世界大戦の折トルコ軍に立向うフセイ

ン軍の救援を目的としてイギリスのT.E.ロｰレンス

大尉添上陸した港町だ.町の入口には検問所があり

車の所属･番号･運転手名･旅行目的･行先等カ基調べら.

れる.Jeddah以北では紅海に臨む最大の港をもつだ

けにその岸壁には大型貨物船が横付けに在りいろい

ろの物資が陸揚げされている.町も中女にぎやかだ.

せまい路地にひしめくように商店が軒を連ねている市

第57図メディナ道路で転倒した急救車運転席1謹完全に押しつぶさ

れ乗員は即死したらしい前方のバスはメディナヘの巡礼者を

乗せた車で屋根にのせた荷物が道路に落ちていることがある

第58図ヤンブｰ･アル･バハルの町にある給水揚でタンクロｰリｰに水を入れ

るこの車は2,㎜ガロン入りで長期間のキャンプ生活には無くては

ならない章だ後方の車も調査周章�
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場には溢れんばかりの人だかりがし日本人をはじめて

身近に見るのだろう彼等の波をぬって歩く私たちを好

奇に満ちた目で見る者が少なくない.

この国へ来てほじめての自動車旅行の故か大して食

欲も柾くパンとインスタントスｰプの夕食を終えた後

Jedd出から持参したミカンとバナナをうんと食べて寝

ようと思っていたがこれらの果物は一向に私たちの前

に姿を現わさない.コックに｢ノ･一トリ･モズ･ファ

･ボノレドカン(バナナとミカンを持ってこい)｣という

とすかさずrタイｰブ･アスバル･シュワイヤ(OK

ちょっと待って下さい)｣という返事がかえってきた.

籍から出してものの10mも運べぱすむことなのにず

いぶん時間がかかるので変だなと思っていた処ようや

く運ばれてきたバナナもミカンも何と皮をむかれ

小さく切刻まれおまけにうんざりするほど蝿がた

かっていた.そして手を出す同僚もなく切角の果

実はほとんど全部残ってしまった.食物を含めて必需

品の100%近くを外国から輸入しているこの国では蝿

ですら夜更けまで働かなければ満足に生きてはゆけな

いのだろうか.自分こそは鉱物資源局随一の名コック

だという誇りをもっているらしいイェｰメン出身のこの

コックさん(第61図)は勤務評定も気に柾ゆ同本人

とのはじめての旅行第一目目ということもあったのだろ

うサｰビス精神を大いに発揮したつもりだったのだろ

うが皆カミほとんど手を出さなかったのできっとカミ

っかりしたにちがいな㌣､.

結局360㎞もの距離をほるばると運ばれてきたバナ

ナもミカンも私たちの腹には入らずコックや人夫や

運転手達の栄養源と化した.

11月6目午後10時の気温27℃頼をなぶって通りすぎ

る海風力沁地よい.快晴の空に冷たく光る無数の星の

下には焼けつくような暑さも砂ぼこりもそして騒

音もすでに絶え静寂のべ一ルがこの荒々しい大地を

やさしくつつむその片隅で私たちは夜露にうたれな

カミら深いねむりに陥ちていった.

Jeddahからの補装道路はYanbualBahrで終り

これより北には遺らしい道はない.しかし1965年に

YanbualBahrとUmmLajjとを谷沿いに結ぶ道路が

ブノレドｰザを用いて完成されているのでこの問に関

する限りでは現在は自動車旅行も割合に楽だ(第63図).

この道路は遠距離旅行者や物資の陸送の便を考えて造ら

れたのであろうがアラブ諸国とイスラエルとの関係が

悪化しつつあった建設当時のことを思うと北辺の守りに

役立だたせる軍用道路の一つとしての性格も兼ね備えて

いるのかもしれない.ここでは便宜上この道路沿

いの状況や旅行経験についての記述を割愛して今では

通る人もきわめてまれな第1次調査団が最初の旅行で

たどった紐海沿いのコｰスを北上する.

宿泊地YanbualBahrの11月7目午前7時気温は

24℃であるが寒い.東に連なる山の端から太陽が顔

を出すとまたたく中に29℃に祖る.大急ぎで朝食を

とり後がたづけをして出発した私た･ちは砂漠をよぎ

り(第63図)磐石砂漠を超克W駁d量(澗谷)になやま

されながら暑さと砂塵の中を前者の轍を見失わない

ように全神経を集中して走りつづけた.東から酉へ

向う谷にほとんど直交して走るため走路?起伏がはげ

しく肩が車のドアにぶ?かるのはまだしもときには

脳天を幌枠にぶっつけ尋ことさえある.紅海沿岸特有

の塩分をたっぷり含んだ湿気と暑さの中を前後左右に

ゆられながら走りつずけるのはたいへんだ.まれに

第59図ヤンプ'･アル･バハルの市場にある木炭売場この一袋の代

金は約400円

舞60図ヤンブｰ･アル･バハルで羊を買う人夫たち彼らが羊を買う

時は必ず歯クキ･歯･脂肪袋を調べる�
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ラクダカ三のんびり歩いている他には人家もなければ人

影も見当らない(等64図).何度か侍ってエンジンを

冷やし後続車を待って事故のないことを確認した後で

また走ることの連続だ.容赦なく照りつける太陽の下

に見えるものといえば茶褐色の岩と白い砂ばかりで気

をまぎらわせてくれるものはさらにない.こういう所

で行き倒れでもしたら傷つきあるいは老いさらぱえて

歩くことさえままにならないラクダや羊同様に身体中

の水分カミ蒸発して死に絶えやがては白骨と化して熱砂

の中に埋もれてしまうのであろう.今日も昼食抜きで

ビスケットと今にも爆発するかと思えるほど熱いコカコ

ｰラとで空腹を満たした.

地表てば一滴の水さえ見当らたいのに地下にはやは

り水の流れカミあるらしい.Y㎝bua1Bahrを出発し

てからU血皿Lajiに着くまでの間に2カ所で井戸を

見た.いずれも塩分が多くしかも濁っている飲

料水としては適当で広いが家畜用の水としては十分だ.

例に洩れずこの井戸でもベドウィンが数10頭の羊

と山羊とを連れてきて水を飲ませていた(第65図).

2番目に見た井戸はU血耐Lajiの南方65㎞付近にあり

地表から1.5皿位までは石灰岩を積重ねて補強してある

がそれから下はWadi堆積物の中を掘りっぱなしで

ある(第66図).水位は地表から6㎜位の所だ.試し

に皮袋に入れた汲み上げたばかりの水をなめてみると

黄色く濁った水は塩っぽく皮の臭いでくさい･･

Yanbua1Bahrを出発してから約120㎞U㎜mLajj

の町を目前にして私たちは最大の難所にさしかかった.

Jeddahを出発する直前に局長から｢U㎜mLajjの2

㎞ばかり手前に満潮時には通れない所カミあるから干潮

時を見計って通った方がよい｣と教えられた所だ.こ

こでは右手に広カミる砂漠の砂が細粒で厚く波打際

まで迫っているのでどうしても汀線付近を通ら狂けれ

ばならない(第67図).前輪駆動のきかない大型車でも

不安たく通れる潮時を見計らってこれまで精一杯走り

っづけたっもりだったカミこの難所にさしかかった時に

はすでに蒲潮を目前に控えた時刻になっていた.

事故の発生に備えてこの難所の手前で全車集合する.

第61図第1回の調査旅行に同行したイエｰメン出身のコックモノ'ム

∴ド帽子は日本製粋がって色眼鏡をかけているが200円

位の代物流けにきっとそのうをに目を餐≦交る蛋ろ?,

第63図アル･ワジ南方の砂漠で後続車を待つ調査用車どちらもピッ

ク･アップ型トラック

第62図ヤンブｰ･アル･パノ､ルからウ会･リジヘ通ずる道路を行く調査用

車時速100!㎜位で走りているが海津に近いため湿度が高くあ

まり砂塵が上らない

第64図わずかばかりの灌木が生えた砂漠をのんびりと行くらくだ付

近にはベドウィンのテントも見当らない茄夕方にほ彼等のテ

ントヘ帰るのだろう�
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この難所をもう何回も通ったことがある運転手のアブラ

ヒムが運転手たちに通過要領を説明する.インドネ

シアから移住してきたこの男は小柄ではあるが滅法

気が強く鉱物資源局に勤務している運転手たちのチｰ

フでもある.一通りの説明を終ったアブラヒムがま

ずフォｰドのピックアップ型の中型トラックを駆って

左車輸だけを水に入れなカミら一気に走り抜けて安全

な場所で後続車を待つ.中型トラックとランドロｰバ

ｰはこれにならって次々に無事通り抜けた.い

よいよ大型トラックの番だ.テントをはじめキャンプ

用品や薪などを積んだ真赤なトラックは皆が見守る中

を物凄いう在り声を発しだから無事に通過する.

これを見て安心したのだろうアブラヒムの車を残して

先に無事通過した連中は一刻も早く町へたどりつきた

いのか後の車には目もくれずU狐mLajjを目ざし

てまるで気でも狂ったようなものすごいスピｰドで

走り去った.最後はガソリンや水を積んだ大型トラッ

クだ.先導車にならって汀線沿いに走り出したまでは

よかったがこの運転手は多分水におびえたのだろう

動き出して間もなく魔物にでもみ入られたようにずる

ずると深みへ入っていった.遂に立往生だ.間もな

く満潮というときだけに一時はどうたることかと心配

したカミ残った者の総力で一時間余りの後無事教出に

成功して事なきを得た.

この時誠心誠意最大の努力をしたのは白髪のガイ

ドのメイｰズだった.胸まで水につかって懸命の努力

をする彼の姿はその後も私たちの業務にどれだけ役

立ったか測りしれ低い.

YanbualBahrからわずか120㎞ゆっくりと昼食

をとることも枚く走りつずけたつもりだったがUmm

Lajjに着いた時にはすでに7時間を経過していた.心

身共に疲れ果てていた故か到着早女に飲んだ冷えきっ

たコカコｰラの咲はいまだに忘れられない.

U㎜mLajjの町は紅海にのぞみサンゴ礁を四負に切

って積み重ねて造った家の構造も家の外壁が白く塗ら

れていることも他の印とまったく同様だ.町の東側

にある深い谷は町のすぐ近くで幅を広げまるで連

第65図ウム･リシ南方の井戸に羊に水を飲ませにきたベドウィンの女

(右はし黒装束)

第66図ウム･リシ南方で見た砂漠の井戸上の方だけ石灰岩を積重ね

て補強してある

第67図ウム･リシ南方2一㎜付近の難所を行く調査用トラック左側

は紅海右側は砂砂漠

第68図

ウム･リシの広場で体操する小学生立はしの子供だけはカメ

ラの方を向いているきれい好きらしい先生は背広の上衣を着

ている前方の丘の上半部は古いサンゴ礁�
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動場のようだ.その表面はさらさらとした細かい砂で

幼児カ茎ころんでもカスリ傷さえできそうにない.こ

の広場の北側と南側とにビョウブのように連なる古いサ

ンゴ礁の台地カミその間の広場に砂を堆積する役目を果

たしたようだ.

後目この町で泊った翌朝この広場では先生の指

導で小学生が体操をしていた(第68図).私たちが近く

で見ていた故かもしれ狂いが先生の教え方はきびしく

手にした長さ50㎝ばかりの鞭がぴしっぴしっと音を立て

ることも1度や2度では在かった.そうしたきびしさ

は現在の日本ではとても考えられないことだろう.

子供たちはお国柄にかかわらず無邪気なもので

登校の途中道路傍のやわらかい秒の上に坐りこんで

ノ･サミ将棋に似たゲｰムを楽しんでいる姿もみられる

(第69図).駒は小石か乾燥して白っぽく在ったらくだ

の糞である.一般におせっかい在この国の人たちは

そうした子供たちの遊びにもすぐ輿康をもって仲間入り

したいらしく数人の大人が子供たちのそばにたむろ

してああでも狂いこうでも衣いとうるさく口をはさ

んでいた.そしてどうかすると子供たちそっちのけ

で手を出すこともある.とかく負けず嫌いな連中の

ことだけにしばらくすると講と誰が対戦しているの

かわから柱く狂ってしまうことさえある､凄るで野次

馬の見本みたいだ.れっきとした碁盤の裏側に劾局を

くち狸し

見ている人が口出ししないようにという意味で楯子か彫

刻してあってさえ余計な口出レをする者か幾らもいる位

だから大地を盤代りの対局とあっては口出しする者

柳叱としても当然かもしれない.

登校する子供たちは一様に手さげ鞄を小脇に抱え

ている.その中の2･3人にカメラを向けると｢自分

を撮せ｣といい柱がら一斉に多勢の子供たちカ主集っ

て来て人より一歩でも前へ出ようとするのでピントを

合わせるのに骨カミ折れる.しばらくは横でこの様子

を見ていた人夫の一人がづいにたまりかねて飛び出し

右往左往しながら子供たちを横に匁らばせはじめた､

その間に少し後退してレンズをしぼって撮影したの'

が第70図である.子供たちのこうした姿を見ていると

凝集心理にかられた上でのことだとはいいながらイス

ラム教徒たるが故に長い聞きびしく守り継がれてき

た偶像拒否の習慣も日進月歩の発展と変貌との織りな

す現代社会の荒波の中にすでに過去のものとして果て

ようとしているように思える.冷え切ったコカコｰラ

で喉をうるほした後この町で泊るかまたは先へ進むか

で人夫や運転手たちの間にはげしい口論がはじまった･

まったく無理もない.空腹を満足に摘たしてくれる物

も食べずに焼けつくようた暑さの中を走りつづけて来

ただけにとくに運転手の疲労はいくら慣れていると

はいえ並たいていではない.

なぐり合うことをし狂い彼等はすごいロゲンカをする.

相手のいうことが気に入らないのか自分の弁舌に酔い

そして益序昂奮するのか自分の主張を絶対に撤回しよ

うとしない.そして結局は弁舌のたくましいほうに

軍配が上がる.口角泡を飛ばす1]論も先へ進むこと

を主張した連中の弁舌が勝っておよそ20分後に終った.

勝負が決まると口論はピタリと終る.たまに取組み合

いのケンカをしても両者の剛こ誰かが割って入ると

すぐに仲直りして口づけしだり平をつ狂いで散歩したり

する｡ケンカをしている纂人は案外止に入る人の

出現を心待ちしていることもあるようだ.私たちから

見ればrとてもそう簡単に仲直りできるものでは狂い｣

と思えるのだがこの国の人たちはそうしたことカミ身

についているらしく特別のことがない限りかなりは

第69図ウム･リシの朝7時半登校する小学生が道路傍でゲｰム薬し

んでいる右側の大人が駒を進めようとする子供の手を押えて

しきリにおせっかいをやいている

第70図ウム･リシの朝2･3人の小学生を撮そうとしていたら近く

に居た子供達がごらんの通リｰ斉に集ってきた左側横向の

男は子供達を整理する人夫�
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げしいケンカをしても一旦それが納まるとさらりと

忘れることができるらしい.もし世の一般の人女が

こうした面を先天的なものかまたは当然のこととして

幼い時から身につけていたら惨劇もそしてみにくい争

いも起こらないだろう..しかし自分一人でさえ滞足

に生き抜いていくことのむずかしい現在の世の中では

仮りに平和が訪れたとしてもそれはあくまでも永遠の

ものではあり得柾いように思える.

広大荏ナツメヤシの林を通り粗海の恋きさ近くに点

在する漁民の住居(第71図)を見てUmmLajjを出発

してからおよそ一時間半の後珍しく高い木が立ち並ぶ

植生地に着いた.目的のキャンプ地だ,UmmLajj

でここまで来ることを強く主張した連中の思惑もこれで

読めた.キャンプする場合の不可欠の薪がここでは割

合いに容易に無償で手に入るからだ.UmmLajjで泊

るとなると近くに植生地が荏いから薪を買わなけれ

ばならたいので思わぬ出費を要する.長さ1mばかり

の細い薪の束(第72図)が320円もすることを思えば

少々の疲労もいとわないのは無理からぬことだ.

大木が生えているとはいってもキャンプする人の多

いこの場所で必要量の薪を確保するのは決して容易で

は住い.生木を折ら狂いということとたとえ薪が豊

富にあったとしても後で来る人のことを考えて決し

て一人占めにしないという生活の饗恵が生んだ砂漠を

旅する者の心得は守られなければならない.

私たちカミここでキャンプした時は薪か乏しかった.

それで到着早々食事の準備をする者の他は薪を求

めて思い思いの方向へ散って行った.

それから1時間ばかりの後彼等はそれぞれ何カミ

しかの薪を持って帰って来たカミ唯一人ガイドのメイｰ

ズだけが中々帰って来ない.ようやく陽が沈もうとす

第71図ウム･リシ北方約7㎞紅海の波打際近くに点在する漁民の家

材料はナツメヤシの枝と幹と棄

る質双眼鏡の視野の中に豆粒のような人影が入った.

それがメイｰズであることは間もなく判ったカミ大束の

薪を左肩に担いで歩く姿が普通ではない.やがて肩で

息をしながら帰って来たメイｰズの足元を見ると長さ

5㎝ばかり破れた足の甲から血がふき出ている.血を

嫌うアラブの例に洩れず人夫や運転手達はおろおろ

しながら見ているだけで手当てをしてやろうともし狂

い.早遠目本から持参した薬で治療しガ二ゼと油

紙で押えてボｰタイをしてやった.手当てを終えて立

上ったメイｰズの顔にはようやく安堵の色が浮かん

だ.彼はふしくれだった右手をさしのべて｢ショ

ックラン･シヨックラン･ジェッダン(有難う本当に

有難う)｣と何度も礼をいう.メイｰズの声にほっと

したのか見ていた連中の緊張もほぐれたようだ.ご

く当り前のことをしただけなので繰り返し繰り返し礼

を言われるので少々てれた.

第72図市場に出された薪と木炭(着方と中央の袋)

こうしたことはその後も何回かあったカミそうした私

たちのささやかな善意が調査を手伝いキャンプ生活

を共にした現地の人たちに私たちに対する尊敬の念と

親近感とを抱かせ長期間にわたる私たちの調査が大過

たく進められていく上の大書な支えとなったことを知っ

てやはり人間は肌で接してはじめてお互いの真意が通

第73図トルコがWad㍑鵬yb(ズライブ谷)の入口に建てた砦後

方の山はほをんど瑛砦と蛮玄武岩手前の轍のある部分は広い

W拙(洞谷)の典型的扱ものの1つだ�
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ずることを痛感した.

鉱物資源局に勤務している数多くのガイドの申で一番

優れているといわれるメイｰズ.不言実行黙冷とし

て自己の実務紀濫遼する毅然とした彼の態度には教えら

れること秘多かった.潅』のサウジアラビア紅潟ける数

者の思い出の申に今もなお強く生きつづけるアラブ

の男メイｰズ.痩身隻眼の老躯が今も眼に浮ぶ.

薪も十分に集まった.後は食事ができるのを待つば

かりだ.イェｰメン出身のコックさんはまだ明るい中

から夕食の準備にとりかかったがr待てど暮ぜと来ぬ

飯は｣と歌いたくなるほど時間添たっても夕食が私た

ちの所に運ばれてくる気配はない.

待ちくたびれて腹具合添少々おかしくなるころになっ

てようやく料理カミ運ばれてきた.時に午後九時.人

夫や運転手たちはもうとっくに食事を終り空腹をか

かえて待ちかまえている私たちを横目で見てはにやにや

しながらお茶を飲んだりふざけあったり日本製の

トランジスタラジオから流れる音楽を聞いたりしなから

のんびりと夜を楽しんでいる.作る時間からみてさ

ぞや手のこんだ料理を食べさせてもらえるだろうと期待

していただけに運ばれてきた料理を見た時には本当

に魂消てしまった.何と3時間近くかかってでき上

った物は白飯にスｰプと羊肉の煮たものだけだ.｢ノ･

ダ･バス(これだけか)｣と聞くとテｰブルの側にし

やがみこんだコックさんは｢アイワ(はい)｣と上目づ

かいに笑すらもらしてすましている.私たちは一瞬

ポカンとしてしまった.そして誰云うとなく｢この程

第74図砦の正面入口サンゴ篠看豚慕の切石を積み重ねて

造りた砦の入日にはトルコ講の額が掲げられている

度のもの在ら俺にだって30分もあればできる.準備時

間を入れてもせいぜい1時間だ｣｢腹がへりすぎて食

欲がなく狂ったよ｣などとがやがやぶつぶついいなか

ら結構料理を平らげこの夜も蝿と蚊に悩まされなが

ら露営の夢を結ぶこととなった.

食事時私たちにパンを投げてよこしたのもまた

うるさくそしてしつっこい蝿を追い払って落着いて食事

もできない私たちを見てこ飯やオカズにとまっている

蝿をめカミけて殺虫剤をたっぷりとかけてくれたのもこの

コックさんだった.人夫や運転手たちカミ食事時に

私たちの方を見ながらにやにや笑うはずだ.この国へ

来てはじめて調査旅行に出た私たちに同行したコックは

名前はモノ'ムｰドで中々立派だが鉱物資源局に勤めて

いるコックの中では最低だったのだ.

このキャンプ地から刈Wajhまでの聞でも暑さと悪

路とに悩まされた.一寸砂が厚いと大型トラックの車

輸がもぐって立往生するので身軽な車と大型車との間

隔はひらく一方だ.車中で昼食代9にビスケットを

食べ生温い缶入りジュｰスを飲んで空腹をしのぐ.

途方も匁く広い砂漠のどまん中を走っているので目陰は

恋いし町と町とは200㎞以上も離れていることが多い

ので走っている途中で事故でも起こしたら大変だ.､

ガソリンや水を積んだ大型トラックと修理工を乗せた車

は最後尾を走ってはいるが多くの人手を要する事故が

発生しないとも限ら狂いので先を行く車は30分かせ

いぜい1時間も走ったら侍ってボンネットを開けてエ

ンジンを冷やし汰がら後続車を順々に確認する必要カミあ

る.時には小一時間も後続車を待たなければならない

こともあるのでこうした土地では出発砲から目的地

までの距離によって所要時間を割出すのはむずかしい.

塩分でかためられてアスファルト舗装道路と見まが

うぱかりの汀線近くのコｰスを快調に飛ばしていた時

前方ぽ停車している真赤なトラックカミ見えた.この

炎天下で何をしているんだろうと思って近寄ってみると

婁O人はかりの客を乗せたU獅猟L勧jj経由Y狐bu数1

勘も賞行の貨客混合定期便花｡叱うした｣と聞くと

ザどうしても皿ンジンが始動し狂い｣という｡私たち

の伸闘の車は&づくに先へ行っているはず匁ので｢鉱物

資源局⑫寧淡通らなかりたか｣と聞くと｢通ら抵かり

たJという返拳芯､耕しもの好きの運転手は無数の

轍か刻窯れたこのα一スを敬遠して車があまり通らな

い別の㌶一スを通って行ったにちカミいない｡先へ行っ

た軍との間隔をあ護りおくことは好漢しくないので運

転手と通訳に｢先を急ぐからAlWajhへ着いてから�
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救援を頼むことはして出発しようJというとkれ

ば不可能ですJという.その理由を質問すると｢事

故で動けない車に遭遇したら等をかさ柾ければなりませ

ん.もしこの車に手をかさ溶かったらこの車の故障

が直りてU瓜醐bjjかY鋤も篶拙坤hりζ着い紀時

秘たちが援助しなかったことを車の所属と番号と共に

警察に報告するか婁花はAlWψへ向う他の車に

援助してもらった上でその車ぽ刈W薮伽の警察へ

届け出ることを頼むでし蕊う曲そうすると届け出の

あった警察の所在地を私たち淋通る時運転免許証を没

収されます｣という埴

なるほどこういう土地ではそれ位のきびし密が恋

げれば旅行者秘ミイラになりか梱ない､これも生活

の如恵の所産の一つ恋の想うう亜止むなく修理工の

到着を待もそのけヅクが砂塵を婁いて砂漠の果に

消え去るのを屍屈げ花上で出発すること紀なった硅

如ddahと陥搬出や則泌ぬ曲などを結ぶ舗装

遺跡で熔私たちが員頃利用しているようなバスや小

型バスが定期的忙運行されている｡真赤な色の車が圧

倒的に多いこの禺ですばらしい道路を遡バノレトブル

ｰか淡緑亀と亀とのツｰトン勿茅一1ζ塗られ花員本製の

マイク賞バ猟が快調に走っている姿ほ実に涼しげだ｡

しかし道路らしい道路のたい奥地ではバスの運行

秘困難たので大型トラックが貨客混合の定期便用に

利用されている.時には炎天下を1,000㎞以上もト

ラックの荷台の上でゆられ桂がら野営の旅を続けなけ

れぱならないわけだが暑さと悪路とが私達の想像を絶

する土地だけにその苦労たるやたいへんたものだ.

予期せず時間を費やしたカミやはり良いことをした後

は実に気持が良い.焼けつくよう

たこともあったペルシアジ風一タンを敷きつ申た私

邸の広い床擦闘にマットレスを並べて汗どほしりにま

みれた作業服姿の疲れ果てた私花もを仮眠させて下さ

っためもこの皇太子だった畠深いねなりからさめた私

淀ちに薫勿ンやリンゴをわざわざ冷蔵庫で冷やして

ご馳走して下さゆだ皇太子祖お国柄といえばそれまで

だカ湘本ではをても想像さ免できないことだ.こうし

た国ではやはり庶民の中の王族であることが必要狂

のかもしれない串

拙Wajhから第一次調査団のキャンプ地であるUmm

G岨a舛鉱山まではW拙Z岨aybとWadiHa血a1ya

とを通りてわずか24㎞の道程にすぎ匁い.Wadi

Z岨即bの入QにはM嚢g工⑪∬叡という名の井戸があり

数党る程のナツメヤシがオアシスであることをわずかに

示している串この井戸の働こほかつて権勢を誇った

トル鷺が建設した砦か今も残っている(第73図).酉を

向く正面入口にはトルコ語で書かれた額沸残ってはいる

が砦の内側はほとんど崩壊していて昔日の面影をわず

か1こ残しているにすぎ荏い(第7遂･75図)害

Jed由hから抽よそ鎚O触苦労もあったけれどもと

1ζ角全員無事虹キ中ンプ地にたどりついた苗今を去る

およそ3000年の昔皿タヤの肪拙王によって開発さ

れた金{ほこご花山U㎜触軌醐y･芒(部落の母)をい

うこの鉱山の名ほこの鉱山を中心として州Wajh地

域に無数の金山が発見･開発されこの鉱山か数多の

鉱山部落の中心となることを願ってつけられたようで興

味深い､おそらく当時の人々の比類なき権勢の支

えと抵る無限の官へのあこがれかあるいは欲望を卒

直に物語っているのであろう.(筆者は鉱床部)

な暑さの中をトラックの荷台に乗っ

て幾日もかかって砂漠を旅しなけ

れば匁らない老若男女の辛さを思え

ぱこれ位のことは何でもない.

私たちも別のコｰスをたどった連

中も無事にA1Wajhに着いた.

紅海の波打際からサンゴ礁の台地の

上まで連なる白亜の家が紅海の碧

さに映えて一きわ美しい.

A1Wajh地域を治めているのは

現国王の弟に当るナｰセル皇太子だ.

色白でどちらかといえば痩身の皇太

子は私たちにとても親切だったし

お供を連れて私たちのキャンプに来

てアラビア料理をご馳走して下さっ

第75図砦の内部�




